

















































































































































































































































































































































































































パス ドリブル 合 計 パス ドリブル 合 計
第１回 8 8 16 7 4 11
第２回 4 5 9 6 7 13




ショット回数 ターンオーバー ショット回数 ターンオーバー
第１回 5 5 5 5
第２回 8 2 6 4
第３回 8 2 6 4
ている。
また、ドリブル１：１を行うための＜スペー
ス＞を意図的につくりだし、意図的にできた＜
スペース＞にドリブル１：１ができたと報告し
ている。
さらに第３回ゲーム実践後においても、「シュー
トまでスムーズにいけた」や「１：１がやりや
すい」と攻撃が＜迷い＞なく行われたこと報告
しており、〝行動規範のトレーニング実践〟を
行った結果、ドリブル１：１を選択した際には、
スムーズにショットまで行くことができるよう
になったと報告をしている。
また、研究者による他者観察では、 第１回
ゲーム実践においては、パスとドリブルの選択
が適切に選択できず、ボール保持直後から、す
ぐにドリブル１：１を行いショットチャンスを
作りだせず、苦しい状態でのショットやターン
オーバーとなっていることが多かった。
しかし、〝行動規範〟の導入と〝行動規範の
トレーニング実践〟を行った結果、ターンオー
バーが減少しショットする回数が増えた。
第２回ゲーム実践においては、ボール保持者
が非ボール保持者に『クリアー』させ、主体的
に誰もいないエリアを作り出し、そこにドリブ
ル１：１を行い、ショットまでいく場面がみら
れた。
また、第３回ゲーム実践では、ドリブル１：
１からショットからではなく、 終的にパスに
よってショットする場面が増えた。これは、ド
リブル１：１を行っているところに防御側がヘ
ルプにいき、非ボール保持者が＜合わせ＞てパ
スを受け、ショットする場面や、ピック＆ロー
ルの２：２によってできたノーマークにパスを
して、ショットしている場面が見られた。
このように、〝行動規範〟の導入や〝行動規
範のトレーニング実践〟を行ったことで、パス
とドリブルの選択を適切に選択する回数が増え
たため、ショットまでスムーズに持ち込む回数
が増えたと思われる。
④〝行動規範〟と〝行動規範のトレーニング実
践〟の有効性について
〝行動規範〟と〝行動規範のトレーニング実
践〟についてでは、実践者は、アンケートの中
で、「ゴールをみるという行動が忘れずできる
ようになった。」や「ボールをもらったらとに
かくドライブばかり狙っていた。トレーニング
後では、シュートを見る目とパスをすることを
狙えるようになった。」というように、ボール
保持後、〝行動規範〟どおりの順番に沿ってプ
レイをする意識ができたことが示唆された。
パスかドリブルの選択については、〝行動規
範〟に記されているとおり、①ショット→②パ
ス→③ドリブルの順番でプレイを行う＜順次性
＞を理解し、プレイを行ったことで、「攻撃し
やすかった」や「大切だ」と感じていることが
示唆された。
また、ここでは、パスやドリブルの選択につ
いても「無茶なパスやドリブルすることが、少
し減った」や「無駄なドリブルはしなくなった」
と報告している。これは、意図のないパスやド
リブルをしなくなったと考えられ、〝行動規範〟
の中＜順次性＞と＜攻撃の円環構造＞とを理解
し、パスかドリブルの選択が落ち着いてできる
ようになったと思われる。
特に、ドリブルを選択した場面においては、
無駄なドリブルは減り、「ドリブルは、攻撃す
る際に使うようになった。」というように、ド
リブルを使う際は、ゴールに向かう攻撃的なド
リブルを使うようになったことが示唆された。
〝行動規範のトレーニング実践〟の有効性に
ついては、「行動規範のトレーニングチャート
は有効だったと思いますか？」の質問に対して
は、「５人でまとまって攻撃ができた。」や「５
人全員の意志が統一できていたので攻めやすかっ
た。」との報告より、非ボール保持の状態であっ
ても、ボール保持者のパスかドリブルかの選択
を読み取り、ボール保持者がプレイしやすい動
きや合わせをする≪予測・先取り≫を考えるよ
うになったと考えられる。これは、ボール保持
者、非ボール保持者の間で、攻撃するポイント
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が明確になり、攻撃すべきところで攻撃が展開
されるようになったと考えられる。
Ⅴ．結論
本研究の目的は、女子学生バスケットボール
プレイヤーにおいて、パスとドリブルの個人技
術は精形態レベルにあるのにも関わらず、適切
にパスかドリブルの選択行動がなされないプレ
イヤーの個人戦術について、明らかにすること
を目的としている。
バスケットボールにおけるパスとドリブルは、
攻撃の目的であるショットをするために、防御
を打ち破るための重要な個人戦術である。しか
し、パスかドリブルの選択行動が適切に行われ
なかった場合では、ボールの所有を失い、攻撃
の目的であるショットに至る機会を失ってしま
う。
そこで、本研究では、ボール保持者のパスか
ドリブルの選択行動に着目し、ボール保持後の
行動をトレーニングチャート化した行動規範を
作り、それにもとづいて行動規範のトレーニン
グ法を作成した。そして、行動規範のトレーニ
ングの実践をとおして、パスかドリブルの選択
行動がどのように変容していくかを検証してい
く。
行動規範と行動規範のトレーニングの実践を
とおして、以下に示すような変容が見られた。
① ターンオーバー数の減少
コントロール群と比べ、トレーニング
群ではトレーニング実践が進むにつれ、
ゲーム実践においてターンオーバー数の
減少が生じた。
② 行動規範に沿わないドリブルの選択の減
少および積極的なドリブルの実施
トレーニング群ではゲーム実践におい
て、ボールキャッチ後、すぐにドリブル
をするような行動規範に沿わないドリブ
ルの選択は減った。また、《フロアーバ
ランス》が良い状態であることが確認で
きた場面では、迷わず、攻撃的なドリブ
ルを選択し、《積極的》にドリブル１：
１で攻撃できるようになった。
③ 行動規範に沿わないパスの選択の減少
トレーニング群では、行動規範に＜順
次性＞＜円環性＞があることから、次の
攻撃がパスかドリブル１：１か《先取
り》でき、ゲーム実践において、無理、
無謀なパスが減少した。
④ コンビネーションの形成
トレーニング群では、行動規範に沿っ
ての同一のトレーニングを行い、すべて
ボール保持者の行動を体験することから、
非ボール保持者の場面においても、ボー
ル保持者の選択行動に共感できていた。
その結果、ゲーム実践において、ボール
保持者のパスかドリブルの行動に対して、
非ボール保持者は、《先取り》できるこ
とから、ボール保持者の動きに連携する
《コンビネーション》の発生が生じるよ
うになった。
⑤ 行動規範と行動規範のトレーニングの有
用性
トレーニング群の内省報告では、「5人
が同じ意識で攻めることができた」や
「意志が統一できていたので攻めやすかっ
た」と述べている。これは、トレーニン
グ実践者において、行動規範と行動規範
のトレーニングを行ったことで、チーム
として、攻撃に際しての意志統一がなさ
れ、パスかドリブルの選択行動に「迷い」
や「混乱」がなくなり、ショットに至る
回数が増えた。これは、行動規範と行動
規範のトレーニングおよびパスかドリブ
ルの選択行動の変容において、有用な関
係性が窺われる。
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以上の5つの変容において、行動規範と行動
規範のトレーニングは、パスかドリブルの選択
行動が適切に行われない対象者において、有用
であることが示唆された。
Ⅵ．展望
本研究ではバスケットボールプレイヤーの個
人戦術におけるパスかドリブルの選択に着目し、
行動規範と行動規範のトレーニングの実践を行
い、パスかドリブルの選択行動の変容を明らか
にすることを目的とし検討してきた。行動規範
と行動規範のトレーニングの実践を実施すると、
ターンオーバー数が減少し、スムーズにショッ
トまで行ける回数が増え、攻撃の中で効果的な
ドリブル１：１が《フロアーバランス》の良い
エリアへ《積極的》に行うことができるように
なった。また、ボール保持者の動きを優先させ
ながら、非ボール保持者がボール保持者のパス
かドリブルかの選択を《予測・先取り》しなが
ら、パスかドリブルの選択に連携する《コンビ
ネーション》の発生が生じた。
今回の研究では研究者が、関東女子学生リー
グ戦２部に所属している女子大学生を指導して
いることから、女子大学生を対象としたが、パ
スやドリブルが自動化されていない対象者や男
子選手などを対象にトレーニング実践を行い、
パスかドリブルの選択行動の変容を明らかにす
ることも今後の課題として残されている。
また、今回の研究においては、パス、ドリブ
ルの個人技術にはふれず、パスかドリブルの選
択行動について検討したが、パスにおいてはチェ
ストパスやバウンズパスなど様々なパスの選択
やパスをする方向やタイミング、ドリブルにつ
いては、スピードの変化や方向変換など、パス
かドリブルの個人技術の中にも、多岐にわたる
選択の種類が存在する。今後、検討する必要が
ある。
また、〝行動規範〟や〝行動規範のトレーニ
ング実践〟においても、〝行動規範〟の文言や
〝行動規範のトレーニング実践〟では、トレー
ニングの実施方法において、更なる検討が必要
である。今回のトレーニング実践では2週間と
いう短期間でのトレー二ング実践であったが、
ゲーム実践における防御を打ち破る方法やショッ
トの確率の向上など明確な変化は得られず、ター
ンオーバーの減少、ショット回数の増加にとど
まった。しかし、実際の指導現場においては、
２週間のトレーニングにのみならず、その後も
トレーニングを継続していくことで実際のゲー
ムにおいて有効に活用できると考えられる。
本研究において明らかにされた、バスケット
ボールプレイヤーの個人戦術におけるパスかド
リブルの選択行動について、行動規範と行動規
範のトレーニングの実践を実施した結果から述
べてきたが、実際の指導の現場において、パス、
ドリブル選択が適切に行われるように、本研究
が貢献できることを願い、論を終えることにす
る。
引用・参考文献
１）朝岡正雄：先取りに関する運動学的一考察．
筑波大学体育科学系紀要7．1984
２）朝岡正雄：体育指導に役立つ運動研究
「学校体育5」．日本体育社．1989
３）朝岡正雄：体育における運動学習の意義
「学校体育6」．日本体育社．1989
４）朝岡正雄：分かるとできる 「学校体育7」．
日本体育社．1989
５）朝岡正雄：運動の他者観察 「学校体育8」．
日本体育社．1989
６）Beyer.E編 朝岡正雄監訳：スポーツ科学
辞典．大修館書店．1996
７）Dobler.H 著 谷釜了正訳：球技運動学．
不昧堂出版．1985
８）Fetz.F著 金子明友、朝岡正雄訳：フェッ
ツ体育運動学．不昧堂出版．1979
９）稲垣安二：バスケットボールの攻撃におけ
る特殊戦術に関する一考察．スポーツ方法
学研究12－1．1999
10）稲垣安二：バスケットボールにおける速攻
ボールゲームにおける個人戦術のスポーツ運動学的研究 101
の体系化に関する一考察．スポーツ方法学
研究13－1．2000
11）石塚浩：先取りの定義とその問題性に関す
る運動学的一考察．日本女子体育大学紀要
16．1986
12）石塚浩：「スポーツ戦術」に関する一試論
「スポーツにおける戦術」（笹倉清則、石塚
浩、小海隆樹、大門芳行、加藤昭、北川幸
夫 他）．日本女子体育大学・日本女子体
育短期大学トレーニングセンター紀要1．
1998
13）石塚浩：運動の先取りをどうとらえるか
「運動学講義」（金子明友、朝岡正雄編著）．
大修館書店．1999
14）Kern.J著 朝岡正雄訳者代表：スポーツ
の戦術入門．大修館書店．1999
15）金子明友著：わざの伝承．明和出版．2002
16）金子明友：体育学習のスポーツ運動学的視
座 「体育・保健科教育論」（島崎仁、松
岡弘編）．東信堂．1988
17）金子明友、朝岡正雄編著：運動学講義．大
修館書店．1999
18）岸野雄三代表編集： 新スポーツ大辞典．
日本体育協会監修．大修館書店．1994
19）Meinel.K著 金子明友訳：マイネル・ス
ポーツ運動学．大修館書店．2000
20）三上肇：動きの先取りを見つける 「教師
のための運動学」（吉田茂、三木四郎編）．
大修館書店．1996
21）長澤靖夫：達成力としての運動技能の構造
「運動学講義」（金子明友、朝岡正雄編
著）．大修館書店．1999
22）中川昭：ボールゲームにおける状況判断研
究のための基本概念の検討．体育学研究28－
4．1984
23）中川昭：ボールゲームにおける状況判断能
力とスキルの関係．筑波大学体育科学系紀
要7．1984
24）中川昭：ボールゲームにおける状況判断能
力とスキルの関係（Ⅱ）－プレーヤー観察
法を用いての検討－．大阪教育大学紀要第
Ⅳ部門39－1．1990
25）中川昭：ボールゲームにおける状況判断能
力と状況認知能力の関係．スポーツ運動学
研究4．1991
26）Neisser.U著 古崎敬、村瀬旻訳：認知の
構図．サイエンス社．1985
27）日本バスケットボール協会編：バスケット
ボール指導教本．大修館書店．2002
28）新村出編：広辞苑 第五版．岩波書店．
1998
29）Roth.K：Taktik im Sportspiel．Karl
Hofmann Schorndorf．1989
30）佐野淳：運動の観察と分析 「運動学講義」
（金子明友、朝岡正雄編著）．大修館書店．
1999
31）佐藤靖：「運動の先取り」のとらえ方に関
する一考察．山形大学紀要（教育科学）8－
2．1983
32）Stiehler.G、Konzag.I、Dobler.H 著
唐木國彦監訳：ボールゲーム指導事典.大
修館書店．1993
33）瀧井敏郎：戦術の運動学的認識 「運動学
講義」（金子明友、朝岡正雄編著）．大修館
書店．1999
34）内山治樹：スポーツにおける戦術と戦術訓
練の原理原則．埼玉大学紀要教育学部(教
育科学)44－2．1995
35）内山治樹、大門芳行、小野毅：日本とドイ
ツにおける球技戦術の理論分析．埼玉大学
紀要教育学部(教育科学)45－2．1996
36）内山治樹：バスケットボールにおけるオフェ
ンスの基礎技術と個人戦術の精選構造化に
ついての検討－Basketball Canadaと吉
井理論の分析を通して．スポーツ方法学研
究11－1．1998
37）内山治樹・武井光彦・大神訓章・日高哲郎：
世界トップレベルにおけるバスケットボー
ルチームの集団戦術行動に関する研究－第
18回アジア女子選手権大会のゲーム分析．
スポーツ方法学研究14－1．2001
38）内山治樹・武井光彦・大神訓章・大高敏弘・
国際経営論集 No.45 2013102
佐々木桂二：バスケットボール競技におけ
る集団戦術としての「トランジション」に
関する事例研究－第18回アジア女子選手権
大会のゲーム分析－．筑波大学体育科学系
紀要24．2001
39）Weizsacker,V.v.著 (木村敏、浜中淑彦共
訳)：Gestaltkreis(ゲシュタルトクライス)．
みすず書房．1975
40）吉田茂、三木四郎編：教師のための運動学．
大修館書店．1996
41）(財)日本バスケットボール協会規則審判部
編：2001～2002年バスケットボール競技規
則．日本バスケットボール協会発行
ボールゲームにおける個人戦術のスポーツ運動学的研究 103
